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環境活動レポート 

【2020 年度版】 

活動期間：2020 年 4 月～2021 年 3 月 

 

 

 

 

愛媛県伊予郡松前町北川原１０８３番地 
松前公益商会有限会社 

代表取締役 神 野 能 成 
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【 基 本 理 念 】 

 松前公益商会有限会社は、我社の経営理念「より良い自然環境を目指して」のもと、

自然環境に優しい事業活動を心がけ、地球環境の保全に配慮した活動を推進します。  

 

【 基 本 方 針 】 

１． 環境保全に対する法規制及びお取引企業内等での環境管理に対する要求事項を遵

守いたします。  

２． 環境負荷の低減の為に、以下の項目を最重要課題として目標を定め事業活動を行い

ます。また、定期的に目標の見直しを行い、積極的に環境保全の継続的な改善を図

ると共に、環境経営システムの向上を目指します。  

(1) 事業活動における二酸化炭素排出量の削減を図る。  

(2) 発生する廃棄物の削減及びリサイクルを推進する。  

(3) 排水量の削減を図る。  

(4) 化学物質を使用する場合は、使用量の削減に努める。  

(5) 事業活動で使用する事務用品等は、地球環境に優しい商品の調達を推進する。  

(6) 廃棄物処理業者として環境に配慮した取組みの推進を行う。  

①最終処分場への搬入物の削減に努める。  

②安全を優先した業務を実施する。  

・運搬中の事故、交通違反、廃棄物の飛散、流出をゼロにする。  

・業務時の労働災害をゼロにする。  

 

３． この環境方針達成の為、全社員で自主的且つ積極的に取組み、教育訓練及び日常の

管理活動を通じ、周知徹底させると共に、お取引企業等にも、理解と協力を求めて

いきます。  

４． 我社は、環境活動レポートを作成し公表します。  

 

制定年月日 平成１７年 ６月２８日  

改訂年月日 平成２９年 9 月 １日  

愛媛県伊予郡松前町北川原１０８３番地  

松前公益商会有限会社  

代表取締役   神野 能成 
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名 称 松前公益商会有限会社 

住 所 愛媛県伊予郡松前町北川原 1083 番地 

法 人 設 立 年

月 日 
昭和 63 年 2 月 17 日 

資 本 金 １，０００万円

代 表 者 氏 名 代 表 取 締 役 神 野 能 成  

役 員 等 
取 締 役 会 長 

取 締 役 

神 野 理 恵 

豊 田 澄 子  

名称、資本金

及 び 事 業 の

内 容 の 変 更

履 歴 

昭和 63 年  2 月  

平 成 元 年 2 月  

平成 16 年 2 月  

平成 16 年  3 月   

平成 18 年 2 月  

平成 18 年 8 月  

平成 20 年 3 月  

平成 29 年 8 月  

令和元年 12 月  

現在に至る  

資本金 300 万円で松前町公益事業商会㈲を設立  

産業廃棄物収集運搬業許可を取得 

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可を取得  

現社名に社名変更 

エコアクション 21 認証取得 

一般貨物自動車運送事業許可取得 

資本金を 1,000 万円に増資  

本社を現住所に移転 

愛媛県の産業廃棄物処分業許可 (中間処分)を取得 

環 境 管 理 責

任 者 連 絡 先 

神 野 能 成 

TEL０８９‐９８４‐９８４５  FAX０８９‐９８５‐２８６５ 

E-mail ｉｎｆｏ＠ｍ‐ｋｏｕｅｋｉ .ｃｏ.ｊｐ 

従 業 員 数 14 人

事 業 の 内 容 
・一般廃棄物処理・産業廃棄物処理（収集運搬・中間処分）  

・清掃業務（パイプつまり修繕・管渠清掃・建物清掃）

経 営 理 念 
「より良い自然環境を目指して」のもと、自然環境に優しい事業活動を心がけ、

地球環境の保全に配慮した活動を推進します。

許 可 証 の 

記 載 事 項 

【産業廃棄物】 

≪収集運搬  愛媛県≫ 

１．許可番号： 3802014862 許可年月日 平成 31 年 3 月 12 日 

有効期限  令和 6 年 2 月 6 日 

２．事業の範囲 

・事業の区分：収集・運搬  

・産業廃棄物の種類 

汚泥、廃油、廃酸、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業

廃棄物を含む)、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、金属くず (水銀

使用製品産業廃棄物を含む )、｢ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず｣(石綿

含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む )、がれき類(石綿含有産

業廃棄物を含む ) 以上 11 種類 

 ≪処分 愛媛県≫ 

 １．許可番号： 3822014862 許可年月日  令和元年 12 月 12 日 

              有効期限   令和 6 年 12 月 11 日 

 ２．事業の範囲  中間処分 

      選別処分：廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、「ガ

ラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」、がれき類  以

上 7 種類 

   圧縮処分：廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、金属くず 以上 4 種類 



 4 

 ３．施設概要 

   １）選別施設 

    ａ）設置場所 ：伊予郡松前町大字北川原１０８３番地  

      設置年月日：令和元年１１月２９日  

      処理能力 ：１４．４ｔ／日 

   ２）圧縮施設 

    ａ）設置場所 ：伊予郡松前町大字北川原１０８３番地  

      設置年月日：令和元年１１月２９日  

      処理能力 ：廃プラスチック類０．７ｔ／日、紙くず０．６ｔ／日、

繊維くず１．４ｔ／日、金属くず２．９ｔ／日  

ｂ）設置場所 ：伊予郡松前町大字北川原１０８３番地  

      設置年月日：令和元年１１月２９日  

      処理能力 ：廃プラスチック類３．７ｔ／日、紙くず３．１ｔ／日、

繊維くず７．３ｔ／日、金属くず１８．７ｔ／日  

【特別管理産業廃棄物】 

≪収集運搬  愛媛県≫ 

１．許可番号： 3852014862 許可年月日 平成 31 年 3 月 12 日 

有効期限  令和 6 年 2 月 19 日 

２．事業の範囲 

・事業の区分：収集・運搬  

・産業廃棄物の種類 

感染性産業廃棄物  以上 1 種類 

【一般廃棄物】 

 １．許可年月日：令和 2 年 4 月 1 日 有効期限：令和 4 年 3 月 31 日（2 市 2

町） 

 ２．許可番号：松山市：松山市許可第 20060401099 号 

        伊予市：伊予市許可第 200820014 号 

松前町：松町 2165 号 

        砥部町：砥部町指令 26 砥生第 6 号 

 ３．事業の範囲：収集・運搬 

４．廃棄物の種類：家庭系一般廃棄物及び事業系一般廃棄物  

車両等の形式  

規 模 ・ 能 力  

番号 形   式 規模能力（最大積載量） 

１ 塵芥車 ３８００ｋｇ 

２ 塵芥車 ２６００ｋｇ 

３ 塵芥車 ２６５０ｋｇ 

４ 塵芥車 ２６００ｋｇ 

５ 塵芥車 ２６００ｋｇ 

６ 脱着装置付コンテナ専用車 ４０００ｋｇ 

７ 脱着装置付コンテナ専用車 ４０００ｋｇ 

８ 脱着装置付コンテナ専用車 ２０００ｋｇ 

９ 脱着装置付コンテナ専用車 ３０００ｋｇ 
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１０ キャブオーバー（クレーン付）  ３５００ｋｇ 

１１ キャブオーバー ３５０ｋｇ 

１２ キャブオーバー ３５０ｋｇ 

１３ キャブオーバー ３５０ｋｇ 

１４ 軽四自動車（箱バン） ３５０ｋｇ 

１５ 高圧洗浄車 ２９００Ｌ 

１６ 吸引車 ２０００ｋｇ 

１７ ミニユンボ 3.0ｔ 

１８ ユンボ 5.0ｔ 

１９ フォークリフト 1.8ｔ 

２０ 普通乗用車 ＊＊＊＊＊ 

運搬容器 

形式・規模・能力 個数 

4.0 ㎥コンテナ 46 個 

8.0 ㎥コンテナ 20 個 

2.0 ㎥ダストボックス  4 個 

1.5 ㎥ダストボックス  20 個 

1.0 ㎥ダストボックス  10 個 

500Ｌタンク 1 個 

 単位 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 

廃 棄 物 取 扱 量 ㌧ 8821.3 7412.64 9081.89 

売 上 高 万円 14854 14594 16759 

従 業 員 数 人 10 13 14 

車 輌 台 数 台 19 20 20 

床 面 積 ㎡ 
事務所 74.32 

倉庫 260.96 

事務所 74.32 

工場①260.96 

工場②125.92 

事務所 74.32 

工場①260.96 

工場②125.92 

＊「廃棄物取扱量詳細」、「廃棄物処理料金」は、別紙 
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(1) 環境負荷削減目標 

環境負荷削減目標値 基準値* 
2020 年度 

目標値 

2021 年度 

目標値 

2022 年度 

目標値 

① 
二酸化炭素  

排 出 量 

削減率（％）   -2.0 -3.0 -4.0 

売上当り (㎏‐ CO2／万円 ) 7.87 7.71 7.63 7.56 

② 
廃 棄 物 

排 出 量 

削減率（％）   -7.0 -8.0 -9.0 

従業員当り (㎏／月･人）  0.65 0.60 0.59 0.58 

③ 
水 使 用 量  

( 排 水 量 ) 

削減率（％）   -2.0 -3.0 -4.0 

車輌台数当り (ｍ ３／月･台）  0.68 0.66 0.65 0.64 

環境負荷削減目標 達成目標 

④ 化学物質使用の削減  ・使用する場合は削減する。  

⑤ 地球環境に優しい商品調達の推進 ・物品、資材購入時にグリーン購入を心がける。  

⑥ 環境に配慮した取組みの推進  

・収集運搬時の事故、交通違反、飛散、流出、労

働災害をゼロにする。  

・最終処分場への搬入物の削減に努める。  

＊基準値の算出方法については、下記の通りとする。 

【二酸化炭素排出量】【廃棄物排出量】2016 年度～2018 年度の 3 年間実績の平均値とする。 

【水使用量】昨年の実績値とする  

＊電力排出係数は、四国電力の平成 30 年度基礎排出係数 0.462 ㎏-CO2/kWh を使用する。 

＊本年度は、廃棄物の削減については、一般廃棄物の削減を対象とし、中間処分後の廃棄物

に関しては含まないこととする。 

(2) 環境負荷削減に向けた計画内容  

負荷軽減への取組項目  具体的な取組方法 

二酸化炭素 

排出量の削減 

燃料効率

化 

・エコドライブの徹底 

①アイドリングストップ  ②急発進・急加速をしない 

③法定速度を遵守する  ④早めのシフトアップ  

⑤無駄な空ぶかしの禁止  ⑥不要物(私物他)の積載禁止 

・効率のよい収集ルートの確立 

・バイオディーゼルの導入、増車の検討 

電力抑制 ・空調エコ温度の徹底（夏 28℃±1℃  冬 20℃±1℃）  

・PC 不使用時の待機電力化の徹底  

・エアコンフィルターの清掃の実施  

・省エネタイプの OA 機器購入の推進  ・昼休みの消灯の徹底 

・消費電力の少ない電灯への移行推進 

水使用量の削減 
・こまめな節水、ため水の利用   

・洗車方法の効率化（高圧洗浄機の使用等） 

廃棄物排出量の削減  
・分別の徹底、リサイクル推進 (缶,瓶,PET 等)  

・弁当がら等の持帰り運動の実施 

グリーン購入の推進  ・エコマーク商品の購入拡大 (文具,作業着等) ・再生タイヤの購入拡大 

化 学 物質 使用 量の 削減 ・化学物質の使用を控える  ・代替品をさがす。 
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(使用した場合 ) 

環境配慮への取り組み  

・お客様へのリサイクル処理の推進提案  ・55 運動の推進 

・住民ファーストの運転の徹底  ・廃棄物の性状に合わせた車両選定  

・シート、ロープ等の使用の徹底   

・作業中のヒヤリハットの洗出しと周知  

・選別機を使用した選別精度の向上  

○実施体制 

当社の認証登録範囲は下記の全組織・全活動・全従業員です。また、当社は、下記の組織

図のように環境管理責任者の下に具体的に取組事項を推進する。 

 

実施組織図

(3) 結果及び評価 

【環境負荷】 
2020 年  

実績総量  
基準値 * 

2020 年度  

目標値  

2020 年度  

実   績  
結果* 

二酸化炭素  

排出量  

削減率（％） 
122184.37 

㎏‐ CO2 

 -2.0 -7.3 

SA 
売上当り (㎏‐ CO2／万円 ) 7.87 7.71 7.29 

廃棄物 

排出量 

削減率（％） 
117.3ｋｇ  

 -7.0 ＋7.69 

CD 
従業員当り (㎏／月･人 ) 0.65 0.60 0.70 

水使用量 

(排水量) 

削減率（％） 

158.89 ㎥  

 -2.0 -2.0 

B 
車輌台数当り (㎥／月･台 ) 0.68 0.66 0.66 

＊評価結果について、目標を上回る達成を SA、目標通りを B、目標未達成を CD として評価しております。  

 

取組項目 評   価 

二 酸 化 炭 素 

排 出 量 の 削 減 

・目標達成。次年度以降も引き続き高い意識をもって取り組んでい

きたい 
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水 使 用 量 の 削 減  
・目標達成。節水の意識を持ながら次年度以降も引き続き取り組ん

でいきたい。 

廃 棄 物 排 出 量 の 削 減 ・目標未達成。中だるみもあるのか、再度分別徹底を指示する。  

化学物質使用量の削減 ・化学物質の使用は、今年度未使用であった。  

地球環境に優しい商品

調達の推進 

・調達状況については、文具等を注文する際、カタログ等で率先

してエコ商品を注文するようにした。  

環境配慮への取り組み 

・選別機の導入により、混合廃棄物の中から「コンクリート片」等

の資源物の分別に取り組んだ。今後も精度を上げていきたい。  

・本年度は、下記の 3 件の事故が発生。次年度は「０」になるよう

に取り組んでいきたい。  

【収集運搬業務】  

行政回収中に突起物で足を切る事故 1 件、軽トラで合流時に接

触事故 1 件の合計 2 件発生。 

【工場】 

シートをかける際にボックスの上から転落事故の 1 件発生。 

 

(4) 環境教育・訓練実施について 

環境教育及び訓練実施について、訓練ついては、9、10 月中に緊急事態の対応策 (車両火

災)について行い理解を深めた。しかし、目標に挙げていた２カ月に 1 回の教育は出来なか

った。 

(5) 環境経営システム稼働状況について 

事業活動の大幅な変動があったが、システム自体はうまく稼動していると思われる。実

施組織は記載されている組織図に基づいて稼動運用している。但し、松山支店の電気等の

環境負荷項目は、現在すべて家賃内に含まれている。また、支店長は、代表取締役社長が

兼務している。 

(6) 次年度への取り組み内容 

下記の内容を検討する。 

・２カ月に１回の環境教育の実施 

・資格取得の支援を行い、資格取得者を増やす。 

（建設系車両機械、小型移動式クレーン等） 

・廃棄物についての教育、ミーティング等を行い、選別精度を向上させる。 

・業務の拡大に伴い、２０２１年度より審査対象を拡大する。 

（建設業「解体工事業」の審査追加） 

 

今年度は、3 件も事故が発生してしまった。幸い重大な怪我には至らなくてよかったと思う。

しかしながら、業界内での労災高度は全国的に高く、事故のない工場、作業を目指していかな

くてはならない。 

また、許可取得から 1 年を経過し、作業等様々な不具合が露見した。安全に効率よく作業を

出来るように次年度以降も取り組んでいきたい。  
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環境関連法規への違反はありません。なお、訴訟及び関係当局等からの指摘は過去３年間あり

ません。 

法  律  名  適用箇所  
順守 

評価  
備   考  

廃棄物処理及び 

清掃に関する法律 

工場 

車両 
○ 

マニフェストの管理 

 

浄化槽法 浄化槽 ○ 
・10 月法定検査 

・2 カ月に 1 度の点検 

フロン排出抑制法 事務所 〇 ・エアコンの簡易点検実施  

労働安全衛生法 健康診断等 ○ ・5 月に健康診断受診 

運送事業法貨物自動車 車両 ○ 
・乗車前乗車後の対面点呼の実施  

・アルコールチェッカーの使用 

道路交通法 車両 ○ ・諸規則の厳守 

＊建設リサイクル法については、2021 年度より記載する。（８０㎡以上の解体の届出等）  
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２０２０年度  廃棄物処理量  

①一般廃棄物収集運搬  

行政委託  

種類  単位  合計  種類  単位  合計  

可燃ごみ ｔ 2001.18 古着･古布  ｔ 45.80 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ｔ 155.28 埋立ごみ ｔ 306.00 

紙類  ｔ 202.05 金属類  ｔ 18.18 

缶類  ｔ 28.62 剪定枝  ｔ 228.44 

ﾍﾟｯﾄボトル ｔ 38.96 有害ごみ ｔ 3.79 

ビン類  ｔ 80.49 粗大ごみ ｔ 90.27 

事業系一般廃棄物  

可燃ごみ ｔ 1321.85 古紙  ｔ 246.08 

金属くず ｔ 109.90  

一般廃棄物合計  ｔ 4876.89 

 

②産業廃棄物収集運搬  

種類  単位  合計  種類  単位  合計  

廃プラスチック類  ｔ 2128.42 がれき類  ｔ 101.49 

金属くず ｔ 449.40 紙くず ｔ 64.11 

木くず ｔ 1080.15 繊維くず ｔ 0 

動植物性残渣  ｔ 29.63 廃油  ｔ 7.27 

汚泥  ｔ 42.18 混合廃棄物  ｔ 136.98 

陶磁器くず、ガラスくず  ｔ 163.71 感染性産業廃棄物  ｔ 1.62 

廃酸  ｔ 0.04 産業廃棄物合計  ｔ 4205.00 

③産業廃棄物処分（2020/4/1～2021/3/31） 

  廃棄物の種類  処理方法等  単位  処理量  

中間処理  廃プラスチック類  選別・圧縮  t 827.33  

木くず 選別  t 192.39 

繊維くず 選別・圧縮  t 0.00  

がれき類  選別  t 125.68 

ガラスくず、陶磁器くず 選別  t 140.61 

紙くず 選別・圧縮  t 61.60 

金属くず 選別・圧縮  t 468.10 

混合廃棄物  選別・圧縮  t 184.05 

  う
ち
再
資
源
化
等 

金属くず 再資源化  t 468.10 

紙くず 再資源化  t 61.60 

繊維くず 再資源化  t 0.00  

    t   

小計  t 529.70  

合計  t 1,999.76  
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廃棄物処理料金  

廃棄物処理料金につきましては、種類、量、距離等により計算いたします。 

当社営業部 (℡089-984-9845)までご相談下さい。無料にてお見積いたします。  

 

廃棄物処理工程図  

 
 

Ⅰ．再生品目  

処分先№ 

(許可番号等 ) 

再生施設の 

名称  

再生施設の 

所在地  
処分方法  処理能力  

3822014862 許可証記載のとおり 許可証記載のとおり 

再生品目  
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ原料  

代替燃料  
製鉄原料  古紙・古布原料   

売却先等  ㈱カネシロ 金城産業㈱ ㈱カネシロ  

Ⅱ．中間処分後の再生 (委託 )先  

廃棄物の 

種類  

処分先№ 

(許可番号等 ) 

再生  

施設名称  
再生施設所在地  

処分  

方法  

処理  

能力  
利用方法等  

廃石膏ボード  8940019337 
城東開発㈱  

湯山柳 リサイクルセンター  

愛媛県松山市湯山

柳甲 401 

破砕  

選別  
4.48ｔ/日  

再生  

石膏粉  

廃石膏ボード  

(紙くず) 
8940019337 

城東開発㈱  

湯山柳 リサイクルセンター  

愛媛県松山市湯山

柳甲 401 

圧縮  

成形  
4.8t/日  RPF 
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木くず 8920194477 日浦環境リサイクル㈱  
愛媛県松山市藤野町

甲 477 
破砕  440ｔ/日  木質チップ 

がれき類  3822100623 ㈱エコシティ 
伊予郡松前町大字北

川原 1139-1 
破砕  1,200ｔ/日  再生砕石  

ガラスくず、コンク リート

くず及 び陶 磁 器 くず  

8920006320 松山容器㈱ 
愛媛県松山市南吉田

町２１４４-１  
破砕  4.0ｔ/日  カレット 

Ⅲ．中間処分後の最終処分 (委託 )先    

安定型：安定型埋立処分場、管理型：管理型埋立処分場、遮断型：遮断型埋立処分場  

廃棄物の 

種類  

処分先№ 

(許可番号等 ) 

最終処分  

施設名称  
最終施設所在地  

処分  

方法  

処理  

能力  

安定型  

混合廃棄物  
3843098174 ㈲八多浪クリーンセンター  

愛媛県大洲市上須戒  

甲 54 番１  
安定型  430,793 ㎥ 

管理型  

混合廃棄物  
3842000875 オオノ開發㈱東温処分場  

東温市河之内字大小屋

2628 番地 1 
管理型  1,184,000 ㎥ 

Ⅳ．中間処分後の再中間処理  (委託 ) 先及びその後の最終処分  (再生含む) 場所  

区分  
廃棄物  

の種類  

処分先№ 

(許可番号等 ) 

最終処分  

施設名称  
施設所在地  

処分  

方法  

処理  

能力  

処理後

廃棄物  

中間  廃プラスチック類  8920000430 ㈱松山バーク  
松山市西垣生町

2892 番地  
焼却  44.7ｔ/日  燃え殻  

中間  木くず 8920000430 ㈱松山バーク  
松山市西垣生町

2892 番地  
焼却  44.7ｔ/日  燃え殻  

最終  燃え殻  3842000875 
オオノ開發㈱  

東温処分場  

東温市河之内字大

小屋 2628 番地 1 

管理型

埋立  

1,184,000 

㎥ 
 

 

 

 

 


